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Abstract 
 放射線治療において、IMRTなどによる線量分布の複雑化のために、２次元の
線量分布を測定できる検出器を必要となっている。その検出器の第一選択とし

てフィルムが用いられることがある。通常、水等価の固体ファントムにフィル

ムを挟んで線量分布を測定する際、線束の中心をフィルムからずらして入射さ

せることが一般的な手法として行われている。しかし、線束中心をずらす距離

や、ずらしたことで線量にどれだけ影響があるかは明確にされていない。 
フィルムを線束中心からずらしたことで、フィルムで取得した線量分布にど

のような影響があるかを EGS4を用いて検討した。 
シミュレーション条件として、線源はCo-60（1.17MeV、1.33MeV）とし、照
射野は 10cm×10cmとした。水等価ファントムにはタフウォータファントムを
用い、フィルムの両側に 15cmずつ、深さ方向に 30cmとした。フィルムはレデ
ィパックを想定し、0.3mmのフィルムの両側に 0.2mmの紙を配置した。フィル
ムの組成は、重量比でC：22、H：2.4、O：47、N：9.9、Ag：10、Br：7.7 と
した1)。 
フィルムの線束中心からの距離を 0mm（線
束中心直下）、2mm、5mm、10mm、15mm、
20mmと変化させ、それぞれPDDを取得した。
その取得した PDDとタフウォータの PDDを
比較した。 
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